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厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
類
感
染
症
等
の
発
生
を
予

防
し
、
又
は
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
動
物
等
所
有
者
等

に
対
し
、
当
該
動
物
又
は
そ
の
死
体
の
検
体
を
提
出

し
、
又
は
当
該
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応

ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、

命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
命
令
に
従
わ
な
い
と
き

は
、
当
該
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に

お
い
て
、
当
該
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項

並
び
に
第
五
〇
条
第
七
項
関
係
）

e

都
道
府
県
知
事
は
、
c

に
よ
り
提
出
を
受
け
、
又

は
当
該
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を

実
施
し
、
当
該
検
査
の
結
果
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
六

条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
〇
条
第
三

項
関
係
）

f

厚
生
労
働
大
臣
は
、
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、都
道
府
県
知
事
に
対
し
、

c

に
よ
り
提
出
を
受
け
、
又
は
当
該
職
員
に
採
取
さ

せ
た
検
体
の
一
部
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
の
四
第
七
項
及
び
第
五
〇

条
第
三
項
関
係
）

sT

都
道
府
県
知
事
は
、
c

の
検
体
の
提
出
若
し
く
は

採
取
の
命
令
を
し
、
当
該
職
員
に
検
体
の
採
取
の
措

置
を
実
施
さ
せ
、
又
は
e

に
よ
り
検
体
の
検
査
を
実

施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

他
の
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
感

染
症
試
験
研
究
等
機
関
の
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
必

要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
六
条
の
四
第
八
項
及
び
第
五
〇
条
第
三
項
関

係
）

sU

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ

れ
^

若
し
く
は
c

又
は
_

若
し
く
は
d

の
措
置
を
実

施
し
、
又
は
当
該
職
員
に
実
施
さ
せ
る
場
合
に
は
、

そ
の
名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
措

置
を
実
施
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
等
を
書
面
に
よ
り

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。た
だ
し
、

書
面
に
よ
り
通
知
し
な
い
で
措
置
を
実
施
す
べ
き
差

し
迫
っ
た
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
五
〇
条
第
九
項
関
係
）

sV

都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
臣
は
、
sU

の
た

だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
を
実
施
し

た
後
相
当
の
期
間
内
に
、
当
該
措
置
を
実
施
し
た
旨

及
び
そ
の
理
由
等
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
措
置
の

名
あ
て
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
六
条
第
二
項
及
び
第
三

項
並
び
に
第
五
〇
条
第
九
項
関
係
）

５

結
核

保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

に
つ
い
て
、
結
核
の
予
防
又
は
医
療
を
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
病
院
、
診

療
所
、
薬
局
等
に
対
し
、
処
方
さ
れ
た
薬
剤
を
確
実
に

服
用
す
る
指
導
そ
の
他
必
要
な
指
導
の
実
施
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
三
条
の
一
四
第

二
項
関
係
）

６

費
用
負
担

感
染
症
の
発
生
の
状
況
及
び
動
向
の
把
握
、
感
染
症

の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
の
調
査
、
検
体
の
採

取
等
、
検
体
の
収
去
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
に
つ
い

て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五

八
条
第
一
号
、
第
四
号
の
二
及
び
第
四
号
の
三
関
係
）

７

事
務
の
区
分

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
２
の
a

、
３
及
び
４
の

事
務
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）

の
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

五
条
の
二
関
係
）

８

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場

合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規

定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

９

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
八
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律

第
一
一
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
す
る
民
間
紛
争
解
決
手
続

に
お
け
る
紛
争
の
目
的
の
価
額
の
上
限
の
引
上
げ

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
が
行
う
個
別
労
働

関
係
紛
争
に
関
す
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
が
単
独
で
紛
争
の
当
事
者
を
代

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
紛
争
の
目
的
の
価
額
の
上
限

を
、
一
二
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

条
第
一
項
関
係
）

２

補
佐
人
制
度
の
創
設

^

社
会
保
険
労
務
士
は
、
事
業
に
お
け
る
労
務
管
理

そ
の
他
の
労
働
に
関
す
る
事
項
及
び
労
働
社
会
保
険

諸
法
令
に
基
づ
く
社
会
保
険
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
補
佐
人
と
し
て
、
弁
護
士

で
あ
る
訴
訟
代
理
人
と
と
も
に
出
頭
し
、
陳
述
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
の
二
関

係
）

_

社
会
保
険
労
務
士
法
人
が
^

の
事
務
の
委
託
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
五
条
の
九
の
二
関
係
）

３

社
員
が
一
人
の
社
会
保
険
労
務
士
法
人

社
員
が
一
人
の
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
設
立
等
を

可
能
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
五
条
の
六
等
関
係
）

４

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
３
は
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
三
六

六
号
）（
内
閣
府
本
府
）

一

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
一

条
関
係
）

１

道
路
管
理
者
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
七
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道

路
の
区
間
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
当
該

指
定
を
し
よ
う
と
す
る
道
路
の
区
間
及
び
そ
の
理
由

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
公
安
委
員
会

に
通
知
す
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
事
後
に

お
い
て
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
の
事
項
を
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
法
第
七
六

条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
書
面
又
は

口
頭
で
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

法
第
七
六
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
の
指
示
は
、
広
域
の
見
地
か
ら

緊
急
通
行
車
両
の
通
行
を
確
保
す
べ
き
場
合
等
に
行

う
こ
と
と
し
た
。

３

法
第
七
六
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限

及
び
法
第
七
六
条
の
七
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣

の
権
限
並
び
に
第
三
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地

方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ

と
と
し
た
。

二

そ
の
他
関
係
政
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
二
条
及
び

第
三
条
関
係
）

道
路
交
通
法
施
行
令
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及

び
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
に
つ
い
て
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政

令
第
三
六
七
号
）（
環
境
省
）

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第
四
六
号
）
の

施
行
期
日
は
、
平
成
二
七
年
五
月
二
九
日
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
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